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02 ６月定例会  議案ピックアップ

03 補正予算・一般質問

11 委員会から報告します
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令和７年度 交通安全対策（地区内連携）事業
道路改良工事 請負契約の締結について

7898万円

町道Ⅰ–１号線（農協高森支所前信号〜大丸山公園信号）
の道路改良工事です。

工　期　令和７年６月18日から
　　　　　　　　　令和８年３月27日まで

請負契約

固定資産評価審査委員会委員の選任について

新　任　中
なかだいら

平 雅
まさゆき

之 氏（山吹）
任　期　令和７年８月10日から
　　　　　　　　　令和10年８月９日まで

人事案件

歳入の主なものは、県補助金1531万円・諸
しょ

収入430万円・町
ちょうさい

債1490万円の増額と、国庫補助金798万円の減額です。
歳出の主なものは、土木費1350万円・民生費846万円・教育費731万円・総務費487万円・農林水産業費159万円・
消防費27万円・商工費８万円の増額と、予備費956万円の減額です。

0203

Ｑ 農協前は通行止めになるのか。

基本的には片側交互通行の予定だが、一部
で全面通行止めもある。
農協の営業や、土・日の通行への影響を少
なくするよう考えている。

A

2653万円増額

総額 75億5653万円
令和７年度
一般会計 補 正 予 算

一般質問

一般質問は年４回開かれる「定例会」で、議員が執行機関（町長・教育長等）に町政運営全般にわたり、事務
の状況や今後の方向性に対する疑問点を質問し説明を求めることで町政の姿勢を明確にするなどの目的
があります。質問権は全議員に認められています。 ６月定例会では７名の議員が行いました。

北　沢　幸　保
　　　　投資金額が回収できる運営を　7

木　下　啓　爾
　　　　「ウェルビーイング実践校」とは6

本　島　未　来
　　　　「信州らしい学び」とは何か　　9

原　　　敏　明
　　　　ラドン温泉を楽しめる改修を　8

齋　藤　　　天
　　　　農協⺠営化はリスクではないか10

三　浦　喜久夫
　　　　大地震での避難所開設と運営　4

大　島　正　光
　　　　学校での危機管理体制は　　　
　　　　「ＭＩＺＢＥステーション」の進捗は　

5

（齋藤 記）

一般質問の原稿は質問した議員自身が
内容を要約してお伝えしています。
議事録は準備が整いしだい
町ホームページに掲載します。

令和６年度 道路メンテナンス事業/
防災・安全交付金事業　橋

きょうりょうかけかえ
梁架替工事

変更請負契約締結について
 479万円

小学生等、歩行者の転落を防ぐため、頑丈な柵に
変更するなどしたためです。

令和７年６月定例会は６月３日から18日まで行われました。
本定例会では、専決案件２件・条例案件２件・契約案件２件 
・補正予算案件４件・人事案件２件・その他案件１件が上程 
され、いずれも同意・可決しました。
その審査の中から、身近な事業を取り上げて報告します。

議決結果は
こちら６月 定例会

議　案
ピック アップ

請
うけおい

負契約

教育用タブレット 2000万円

国の構想に基づき、小・中学校の教育用タブレット
を県共同調達により更新するものです。

数　量　433台（小学５、６年生・中学１年生）
納　期　令和７年７月31日　　

財産取得

教育長の任命について

再　任　高
こ う の

野 正
まさのぶ

延 氏（山吹）
任　期　令和７年８月11日から
　　　　　　　　　令和10年８月10日まで

人事案件

郷土芸能保存団体支援事業 55万円

大島山瑠
る り じ

璃寺獅
し し ま い

子舞の、大阪・関西万博への出演を
支援するものです。

町単道路整備事業 1350万円

町道112号線（高森あかり保育園前〜間が沢大橋）
の舗装修繕工事をおこなうものです。

土木費教育費

大丸山公園東交差点の見づらさを軽減します

歩道がついて安全になった城岸橋

高森あかり保育園

農協高森支所
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一
般
質
問

一
般
質
問

大地震での避難所開設と運営

　
大
地
震
は「
い
つ
か
来
る
」

で
は
な
く
、「
必
ず
来
る
」

と
い
う
時
代
。
高
齢
化
や
な

り
手
不
足
に
よ
り
災
害
時
の

活
動
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

地
域
も
あ
る
と
感
じ
る
。
事

前
の
話
し
合
い
で
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
く
こ
と
が
、
減

災
に
つ
な
が
る
。

▽
質
問

　
帰
宅
困
難
者
や
在
宅
避
難

者
、
分
散
避
難
者
の
安
否
確

認
方
法
な
ど
、
手
順
を
確
認

す
る
必
要
も
あ
る
。

　
本
年
度
導
入
を
進
め
て
い

る
自
治
会
活
動
を
支
援
す
る

ア
プ
リ
も
、
災
害
時
に
活
用

で
き
る
の
で
、
多
様
な
手
段

で
情
報
共
有
が
で
き
る
よ

う
、サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

総
務
課
長

▽
質
問

　

避
難
所
の
開
設
に
つ
い

て
、
自
主
防
災
組
織
に
周
知

さ
れ
て
い
る
か
。

　

地
区
の
避
難
所
の
状
況
、

住
民
の
年
齢
構
成
や
人
口
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
地
域
に

あ
っ
た
開
設
方
法
を
作
成
す

る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
。

▽
質
問

　
指
定
避
難
所
の
耐
震
の
状

況
は
。

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ

れ
た
施
設
は
１
つ
あ
る
が
、

耐
震
改
修
が
さ
れ
て
い
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
。
そ
の

他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

た
だ
し
、経
年
に
よ
る
劣
化・

老
朽
化
な
ど
、
施
設
ご
と
状

況
は
異
な
る
。

▽
質
問

　
避
難
所
開
設
の
際
、
避
難

者
カ
ー
ド
な
ど
事
前
に
準
備

し
て
お
く
こ
と
は
。

総
務
課
長

総
務
課
長

　
防
災
士
会
か
ら
、
個
票
形

式
で
避
難
者
の
基
本
情
報
を

収
集
す
る
た
め
の
様
式
を
作

成
し
、
事
前
に
各
避
難
所
に

備
え
て
お
く
提
案
が
あ
る
。

開
設
初
動
段
階
の
必
需
品
と

し
て
整
備
し
て
い
く
。

▽
質
問

　
避
難
所
の
初
期
段
階
の
運

営
に
つ
い
て
、
女
性
・
若
者

や
自
治
会
未
加
入
者
も
含
め

て
、
事
前
に
話
し
合
う
こ
と

が
ス
ム
ー
ズ
な
運
営「
備
え
」

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

　

避
難
所
の
開
設
か
ら
運

営
、
過
ご
し
方
、
避
難
所
で

の
心
構
え
を
含
め
、
関
係
の

皆
さ
ん
が
意
識
を
共
有
す
る

こ
と
は
大
切
。
地
域
に
暮
ら

す
誰
も
が
関
係
す
る「
防
災
」

と
い
う
も
の
を
軸
に
、
自
治

会
の
加
入
・
未
加
入
に
関
係

な
く
、
多
様
な
人
が
顔
の
見

え
る
関
係
を
醸
成
す
る
場
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

総
務
課
長

総
務
課
長

地域にあった開設方法の作成を啓発

▽
質
問

　
各
地
区
の
防
災
へ
の
取
り

組
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

町
全
体
の
防
災
・
減
災
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
な
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
各
地
区
自
主
防
災
組
織
の

総
務
課
長

防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
、
横
展
開
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
は
実
施
で
き

て
い
な
い
。
防
災
対
策
会
議

の
限
ら
れ
た
時
間
で
全
地
区

の
情
報
共
有
は
難
し
い
の
で
、

紙
媒
体
な
ど
で
共
有
す
る
こ

と
は
実
施
を
し
て
い
く
。

三
み

 浦
うら

 喜
き

久
く

夫
お

防災士会による避難所開設体験会の様子（７/ ６・福祉センター）

総務課長
学
校
で
の
危
機
管
理
体
制
は

学
校
間
の
状
況
を
共
有
し
整
備
を
進
め
た
い

教
育
委
員
会
事
務
局
長

大
おお

 島
しま

 正
まさ

 光
てる

▽
質
問

　
５
月
初
め
に
、
東
京
の
小

学
校
に
男
２
人
が
校
内
に
進

入
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
教

員
や
事
務
員
に
暴
行
を
行
っ

た
と
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

　
当
町
の
学
校
で
の
危
機
管

理
体
制
、
不
審
者
侵
入
等
の

対
応
訓
練
等
の
状
況
を
伺
う
。

　
現
在
、
防
災
訓
練
に
つ
い

て
は
小
中
学
校
で
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
が
、
不
審
者

侵
入
等
の
対
応
訓
練
に
つ
い

て
は
、
高
森
北
小
学
校
の
み

教
育
委
員
会
事
務
局
長

が
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
す
べ
て
の
学
校

で
計
画
的
に
訓
練
を
実
施
す

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

▽
質
問

　

学
校
に
不
審
者
が
侵
入
し

た
時
に
、非
常
時
を
他
の
先
生

な
ど
に
知
ら
せ
る
手
段
や
防

災
ア
イ
テ
ム
の
整
備
状
況
は
。

　
各
学
校
に
は
、
さ
す
ま
た
、

ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
等
設
置

し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
学
校
に
よ
っ
て

は
防
犯
ス
プ
レ
ー
、ラ
ー
ジ

教
育
委
員
会
事
務
局
長

ハ
ン
ド
カ
フ
、フ
ッ
ト
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
な
ど
防
犯
器
具
を
整

備
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

▽
質
問

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
は
。

　
３
校
と
も
、
学
校
の
敷
地

内
を
監
視
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
現
在
設
置
し
て
い
な
い
。

　
た
だ
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
警
察
署
に
直
接
通
知
を

行
え
る
、
１
１
０
番
通
報
機

器
を
、
小
中
学
校
に
設
置
し

て
い
る
。

▽
質
問

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
計
画
は
。

　
学
校
施
設
に
限
ら
ず
、
公

共
施
設
な
ど
必
要
に
応
じ
て

先
生
方
や
、
教
育
委
員
会
と

相
談
し
判
断
し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

町
長

「ＭＩＺＢＥステーション」の進捗は
令和10年国体開催、12年全体供用を建設課長

▽
質
問

　
平
成
28
年
９
月
、
私
の
一

般
質
問
で
、
天
竜
川
沿
い
に

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

を
提
案
。
そ
の
後
、
国
交
省

の
助
言
を
受
け
「
か
わ
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
が
始
ま
っ
た
。

　
平
成
29
年
に
、
10
年
後
に

開
催
予
定
の
長
野
国
体
で
、

高
森
町
に
て
カ
ヌ
ー
競
技
を
、

ま
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技
の

誘
致
を
31
年
に
一
般
質
問
に

て
提
案
し
た
結
果
、
誘
致
が

決
定
し
た
。

　
そ
の
後
、令
和
５
年
に「
Ｍ

Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
国
土
交
通
省
に
全
国

で
初
め
て
登
録
さ
れ
た
。

　
国
体
開
催
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、当
該

建
設
課
長

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
区
間
の
天
竜

川
護
岸
等
整
備
を
、ま
た
、駐

車
場
と
国
道
か
ら
の
進
入
路
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
計
画
。

　
来
年
度
は
、
９
年
度
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向
け
た
カ

ヌ
ー
コ
ー
ス
と
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
コ
ー
ト
の
整
備
を
行
う
。

　
令
和
12
年
度
末
に
「
Ｍ
Ｉ

Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
全

体
の
供
用
開
始
を
目
指
す
計

画
で
あ
る
。

「 ＭＩＺＢＥステーション 」  完成予定図

国道153号線

拠点施設
（水防センター）

芝生広場
カヌー SLコース

（国スポ競技施設）

ヘリポート

アウトドア広場
ビーチバレーコート
（国スポ競技施設）

飯田方面

水防資材備蓄
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一
般
質
問

一
般
質
問

「ウェルビーイング実践校」とは

　
本
年
度
、
教
育
委
員
会
が

取
り
組
み
を
始
め
た
「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
践
校
」
の

趣
旨
や
内
容
を
町
民
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
質

問
を
展
開
し
た
。

▽
質
問

　
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実

践
校
」
の
構
想
・
計
画
は
。

教
育
長

　
一
言
で
言
え
ば
、
保
小
中

12
年
間
の
接
続
に
よ
り
、
保

小
中
が
同
一
歩
調
で
子
ど
も

を
切
れ
目
な
く
育
て
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

▽
質
問

　
学
校
運
営
協
議
会
で
の
資

料
に
は
、
町
民
の
声
の
欄

に
、「
元
気
や
た
く
ま
し
さ

が
足
り
な
い
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
感
じ
ら
れ
な
い
」「
自
分

の
意
見
を
は
っ
き
り
言
え
な

い
」
の
３
点
、
学
校
の
実
態

で
は
、「
不
登
校
児
童
生
徒

の
増
加
」「
不
適
応
児
童
等

も
含
め
て
増
加
」
の
２
点
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
関

連
性
は
。

教
育
長

　
町
民
の
声
に
あ
る
子
ど
も

の
姿
を
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、「
素
直
で
よ
い
子
だ
が
、

弱
さ
が
見
ら
れ
主
体
性
に
欠

け
る
」
と
言
え
る
。
そ
う
と

ら
え
る
と
、
不
登
校
・
不
適

応
と
つ
な
が
る
点
が
あ
る
。

▽
質
問

　
不
登
校
問
題
と
不
適
応
問

題
に
対
し
て
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
実
践
校
」
の
取
り
組

み
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

期
待
で
き
る
の
か
。

教
育
長

　

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た

学
び
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
践

校
」
の
ね
ら
い
。
そ
の
子
に

合
わ
せ
て
「
自
分
の
ペ
ー
ス

で
自
分
ら
し
く
」
を
大
切
に

す
る
こ
と
は
、
不
登
校
や
不

適
応
問
題
に
も
一
定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
。

▽
質
問

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、
保

育
園
の
「
や
ま
ほ
い
く
」
で

の
「
あ
そ
び
込
み
」
を
重
要

視
し
て
い
る
。
小
中
学
校
で

の
教
科
学
習
で
ど
う
生
か
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
学
習
指

導
要
領
と
の
関
連
性
は
。

教
育
長

　

現
行
学
習
指
導
要
領
で

は
、
知
識・技
能
と
思
考
力・

判
断
力
・
表
現
力
の
２
つ
の

柱
を
結
び
つ
け
る
第
３
の
柱

と
し
て
、「
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
の
涵か
ん
よ
う養
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、

学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か

そ
う
と
す
る
力
だ
と
し
て
い

る
。
幼
児
期
に
お
け
る
あ
そ

び
込
み
は
、
こ
の
第
３
の
柱

の
学
び
に
向
か
う
力
そ
の
も

の
で
あ
る
。
ま
た
幼
保
小
接

続
の
成
果
と
し
て
は
①
主
体

性
の
増
加
②
円
滑
な
学
校
生

活
③
友
だ
ち
と
協
働
的
に
関

保小中が同一歩調で子どもを育てる

わ
る
姿
の
増
加
④
登
校
渋
り

の
減
少
、
と
考
え
て
い
る
。

▽
質
問

　
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

の
実
践
は
、
学
校
・
教
員
、

保
護
者
・
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
保
護
者
や
住
民
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
今
後
の
計

画
は
。

　
保
護
者
や
町
民
へ
の
情
報

提
供
は
重
要
で
あ
る
。
１
つ

は
、
途
中
の
経
過
を
伝
え
る

こ
と
で
、
学
校
だ
よ
り
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発

信
す
る
。
２
つ
目
は
、
保
護

者
や
町
民
に
も
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
場
を
で
き
る

だ
け
多
く
仕
組
む
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

教
育
長

木
きの

 下
した

 啓
けい

 爾
じ

「学校運営協議会での熟議」

投
資
金
額
が
回
収
で
き
る
運
営
を

施
設
を
貸
す
賃
貸
借
方
式
も
あ
る

北
きた

 沢
ざわ

 幸
さち

 保
ほ

　
た
か
も
り
温
泉
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
、
収
支
見
通

し
・
運
営
方
法
・
土
石
流
対

策
・
財
政
見
通
し
な
ど
判
断

に
必
要
な
材
料
が
町
民
に
説

明
さ
れ
て
い
な
い
。

▽
質
問

　
基
本
設
計
に
含
ま
れ
て
い

な
い
、
備
品
什じ
ゅ
う
き器

類
・
駐
車

場
・
温
泉
ポ
ン
プ
更
新
・
井

戸
の
掘
削
工
事
な
ど
を
含
め

て
15
億
円
と
い
う
解
釈
で
よ

ろ
し
い
か
。

　
そ
う
い
っ
た
も
の
も
含
め

産
業
課
長

て
、
改
修
事
業
費
15
億
円
の

範
囲
で
実
施
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

▽
質
問

　
指
定
管
理
者
か
ら
示
さ
れ

た
コ
ス
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
町
に
入
る
入
湯
税

は
１
３
０
０
万
円
、
指
定
管

理
者
の
利
益
は
４
５
５
９
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
指
定
管

理
者
の
利
益
が
大
き
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
１
６
０
０
万
円
程

の
指
定
管
理
料
を
支
払
っ
て

町
長

い
る
が
、
改
修
後
に
は
全
く

無
く
な
る
。
営
業
努
力
で
生

み
出
さ
れ
る
利
益
で
あ
り
、

そ
の
利
益
が
さ
ら
に
投
資
的

な
事
業
に
回
っ
て
、
人
を
集

め
る
可
能
性
に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
る
。

▽
質
問

　
ま
ち
づ
く
り
振
興
公
社
や

法
人
化
し
た
観
光
協
会
な
ど

で
の
運
営
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
振
興
公
社
や
観
光
協
会
は
、

温
泉
施
設
の
運
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
・
人
材
確
保
・
経
営
責
任

の
所
在
が
即
時
に
担
え
る
体

制
で
は
な
い
。
指
定
管
理
制

度
で
町
に
利
益
還
元
を
増
や

す
に
は
、
施
設
を
貸
す
賃
貸

借
方
式
も
あ
る
。
ど
う
い
っ

た
運
営
が
い
い
の
か
判
断
さ

町
長

教育長

町の税収と指定管理者の利益に大きな差がある収支見込

町
長

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
質
問

　
土
石
流
対
策
と
し
て
、
改

修
工
事
着
工
前
に
防
災
の
専

門
家
に
設
計
図
を
見
て
い
た

だ
い
て
、
ご
指
導
を
い
た
だ

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
今
後
の
検
討
課
題
と
い
う

こ
と
で
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

▽
質
問

　
夜
間
に
避
難
発
令
が
出
た

場
合
、
宿
泊
者
の
避
難
を
ど

の
様
に
設
定
し
て
い
る
の
か
。

　
指
定
管
理
者
と
連
絡
な
ど

密
に
し
て
、
宿
泊
者
自
身
で

避
難
し
て
い
た
だ
く
方
法
と
、

そ
れ
が
困
難
な
場
合
は
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
を
想
定

し
て
い
る
。

▽
質
問

　
今
後
５
年
間
に
61
億
円
の

事
業
を
想
定
し
て
い
る
中
で
、

地
方
債
償
還
の
実
質
負
担
額

は
、
令
和
５
年
度
の
１
・

産
業
課
長

産
業
課
長

９
億
円
が
令
和
11
年
度
に
は

２
・
７
億
円
に
な
る
と
試
算

し
て
い
る
。
し
か
し
、
何
年

度
に
償
還
額
の
ピ
ー
ク
に
な

る
と
い
う
見
通
し
は
説
明
さ

れ
て
い
な
い
。
ど
の
様
に
地

方
債
の
償
還
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
の
か
。

　
起
債
ご
と
の
メ
ニ
ュ
ー
・

総
務
課
長

交
付
税
率
も
変
わ
っ
て
い
る

の
で
、
将
来
ま
で
の
投
資
を

完
全
に
見
込
む
と
い
う
の
は

難
し
い
。
毎
年
９
月
議
会
で

決
算
を
報
告
し
て
い
て
、
実

質
公
債
費
比
率
が
25
％
以
内
、

将
来
負
担
比
率
が
３
５
０
％

以
内
に
な
る
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

科　　目 収支見込 算出根拠

収
入

入浴料（町民） 25,000,000 入浴客5万人×客単価500円
入浴料（観光客） 135,000,000 入浴客15万人×客単価900円
宿泊 160,000,000 宿泊者2万人×客単価8000円
レストラン（日帰り） 24,000,000 3万人×800円　※喫食率15％
レストラン（宿泊者） 40,000,000 宿泊者2万人×客単価2000円
テナント収入
収入合計① 384,000,000

支
出

売上原価 63,000,000 現在の仕入高の3倍で算出
人件費 74,521,000 DX化を促進させる。1日24人工で算出
水光熱・メンテナンス 117,700,000 倉橋設計士の試算より
販売管理費（修繕・外注） 70,200,000 現状のコストの3倍

入湯税 13,000,000 宿泊150円、日帰り50円で算出
※高森町の税収

支出合計② 338,421,000
収支差額（①－②） 45,588,000 ※指定管理者の利益

リニューアル後の収支見込 （単位：円）

中央アルプスリゾート株式会社　提供の資料より
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一
般
質
問

一
般
質
問

ラドン温泉を楽しめる改修を

▽
質
問

　
湯
ヶ
洞
は
、
ラ
ド
ン
温
泉

の
源
泉
を
譲
り
受
け
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
施
設
。
浴
室

を
御
大
に
ま
と
め
る
の
な
ら
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
ラ
ド
ン
温

泉
を
楽
し
め
る
よ
う
な
改
修

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
信
州
た
か
も
り
温
泉
の
源

泉
は
、
掘
削
時
に
は
温
泉
分

析
に
よ
り
ラ
ド
ン
含
有
量
が

多
く
泉
質
を
ラ
ド
ン
温
泉
と

謳う
た
え
る
基
準
8
・
25
マ
ッ
ヘ

/
㎏
を
超
え
て
い
た
が
、
令

和
２
年
度
の
温
泉
分
析
で
は
、

ラ
ド
ン
の
量
が
減
少
し
6
・

05
マ
ッ
ヘ
/
㎏
と
な
っ
て
、

温
泉
法
上
の
温
泉
で
は
あ
る

が
、「
ラ
ド
ン
温
泉
」
と
謳

え
な
く
な
っ
た
。
ラ
ド
ン
を

産
業
課
長

生
か
し
た
温
泉
と
し
て
は
見

込
め
な
い
た
め
、
今
回
の
改

修
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

▽
質
問

　
源
泉
ポ
ン
プ
は
現
在
故
障

し
て
、
汲
み
出
す
こ
と
は
で

き
て
い
な
い
。
温
泉
湧
出
量

に
つ
い
て
、
実
際
に
ど
の
く

ら
い
湯
量
が
得
ら
れ
る
の
か
、

た
か
も
り
温
泉
の
改
修
前
に

ポ
ン
プ
を
更
新
し
て
調
べ
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
令
和
６
年
度
に
源
泉
の
孔

内
調
査
を
実
施
し
た
際
に
、

過
去
の
揚
湯
量
調
査
を
参
考

に
し
た
予
測
値
は
、
10
年
後

の
35
年
に
は
８
～
11
㎥
/

日
と
し
て
い
る
。

　
改
修
前
に
ポ
ン
プ
の
み
の

交
換
は
予
定
し
て
い
な
い
。

▽
質
問

　
サ
ウ
ナ
を
新
設
し
、
井
戸

水
を
使
っ
た
水
風
呂
の
設
置

が
計
画
さ
れ
井
戸
の
掘
削
も

示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導

産
業
課
長

入
し
た
折
に
失
敗
し
て
い
る
。

今
回
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
温
泉
周
辺
の
地
質
等
調
査

と
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

建
設
時
や
南
大
島
川
の
橋
梁

建
設
時
の
デ
ー
タ
等
を
確
認

し
た
。
南
大
島
川
の
伏
流
水

が
期
待
で
き
る
、
敷
地
の
南

側
付
近
で
位
置
を
絞
っ
て
い

る
。
掘
削
し
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。

▽
質
問

　

温
泉
施
設
の
運
営
で
は
、

清
潔
で
安
全
な
施
設
と
運
営

が
大
事
で
あ
る
。

　
温
泉
法
や
県
の
公
衆
浴
場

条
例
な
ど
、
法
令
等
に
沿
っ

た
施
設
設
計
・
施
設
運
営
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
洗
い
場
の
数
に
つ
い
て
不

足
し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。

　
サ
ウ
ナ
を
増
設
す
れ
ば
よ

り
足
り
な
く
な
る
。
設
置
基

準
に
沿
っ
た
増
設
を
検
討
し

て
い
る
か
。

産
業
課
長

含有量の減少で検討していない

　
実
施
設
計
で
は
、
公
衆
浴

場
と
し
て
法
令
に
則
っ
た
施

設
と
す
る
た
め
、
事
前
に
保

健
所
と
も
協
議
を
し
て
進
め

て
い
る
。
施
設
設
備
の
望
ま

し
い
構
造
基
準
で
は
、
洗
い

場
の
数
の
目
安
を
時
間
客
数

の
３
分
の
１
と
し
て
い
る
が
、

現
有
施
設
の
改
修
で
、
必
ず

産
業
課
長

こ
の
基
準
に
す
べ
て
適
合
す

る
こ
と
は
困
難
だ
。
意
見
募

集
で
、
混
雑
時
の
洗
い
場
の

不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
改
修
で
、
少
し
で
も

洗
い
場
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
露
天
風
呂
の
出

入
り
に
近
い
場
所
で
は
、
風

の
吹
き
込
み
に
よ
る
影
響
も

考
慮
し
て
設
計
を
進
め
る
。

原
はら

 　 敏
とし

 明
あき

御大の洗い場

「
信
州
ら
し
い
学
び
」と
は
何
か

子
ど
も
中
心・主
体
の
学
び
そ
の
も
の

本
もと

 島
じま

 未
み

 来
らい

　
こ
れ
ま
で
は
大
人
の
目
線

で
、子
ど
も
の
た
め
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま

し
た
。実
際
に
大
事
な
の
は

「
子
ど
も
の
た
め
」で
は
な
く
、

「
子
ど
も
と
と
も
に
」が
こ

れ
か
ら
の
主
流
で
す
。子
ど

も
の
意
見
を
傾
聴
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

▽
質
問

　
子
ど
も
が
意
見
や
考
え
を

表
明
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
、
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　

大
切
に
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
保
育
倫
理
綱
領
に

は
、「
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
受

け
止
め
、
子
ど
も
の
立
場
に

立
っ
て
そ
れ
を
代
弁
し
ま
す
」

と
い
う
文
言
が
あ
り
保
育
士

の
使
命
と
受
け
止
め
子
ど
も

の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

小
中
の
教
員
も
、
保
育
士
の

姿
勢
か
ら
自
ら
の
子
ど
も
観

や
指
導
観
を
振
り
返
り
、
指

導
を
学
ぶ
も
の
と
考
え
て
い

る
。
※
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

－

Ｔ
Ｏ
Ｎ

の
第
３
の
重
点
の
「
意
識
を

教
育
長

変
え
る
」
に
つ
な
が
る
。

▽
質
問

　
不
登
校
児
童
生
徒
や
教
育

的
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
た

ち
が
、
自
ら
学
び
方
を
選
択

で
き
、
自
己
表
現
で
き
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
の
か
。

　
自
ら
体
験
を
す
る
こ
と
の

意
味
や
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を
自
己
選
択
、
自
己
決
定

し
て
い
く
過
程
の
大
切
さ
が

見
え
て
き
た
。子
ど
も
に
と
っ

て
、
場
所
的
・
人
的
な
意
味

で
安
心
で
き
る
場
所
が
必
要

で
あ
り
子
ど
も
の
「
自
ら
」

を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
実

践
的
指
導
を
通
し
て
得
た
財

産
を
、
保
小
中
の
教
師
や
保

育
士
が
共
有
し
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

教
育
長

「自ら」描く学びのかたち～すべての子どもの意見を尊重することが大切～

▽
質
問

　
「
信
州
ら
し
い
学
び
」
と

は
何
か
。

　
長
野
県
で
は
、
子
ど
も
の

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ

た
発
達
を
育
む
こ
と
を
重
視

し
て
き
た
。
子
ど
も
を
し
っ

か
り
見
つ
め
る
時
の
「
み
と

る
」
と
い
う
用
語
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
が
生
ま
れ
た

時
の
モ
デ
ル
・「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
」
と
い
う
言
葉
は
信

州
教
育
や
長
野
県
が
モ
デ
ル
。

昨
今
の
子
ど
も
中
心
、
子
ど

も
主
体
の
学
び
は
信
州
ら
し

い
学
び
そ
の
も
の
と
考
え
る
。

▽
質
問

　
一
斉
保
育
・
一
斉
授
業
か

ら
の
脱
却
実
現
の
た
め
に
、

学
校
・
自
治
体
・
保
護
者
・

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
何
が
必
要

と
考
え
る
か
。

　
保
育
園
や
学
校
職
員
の
主

体
的
な
動
き
必
要
な
研
修
の

場
を
確
保
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

教
育
長

教
育
長

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
、
新
た
な
取
り
組
み
に
対

し
関
心
を
持
ち
、
少
し
ず
つ

理
解
を
深
め
学
校
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
学
校
や
自
治
体
は
情
報
提

供
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く

よ
う
努
め
て
行
く
。

産業課長教
育
長

※
Ｔト

コ

Ｏ
Ｃ
Ｏ

－

Ｔト

ン
Ｏ
Ｎ

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が「
好

き
」や「
楽
し
い
」「
な
ぜ
」を
と

こ
と
ん
追
求
す
る
た
め
に
、自

ら
学
び
方
等
を
選
択
で
き
、自

己
実
現
で
き
る
学
校
を
目
指

す
取
り
組
み
。
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一
般
質
問

（小沢 記）

農協⺠営化はリスクではないか

　

米
騒
動
が
起
き
て
い
ま

す
。
農
業
や
農
業
協
同
組
合

（
以
下
農
協
）
に
つ
い
て
、

メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
て
い
ま

す
。
農
協
は
だ
め
だ
と
も
聞

き
ま
す
が
、
具
体
的
に
問
題

点
は
わ
か
ら
な
い
。
本
質
は

な
に
か
と
い
う
こ
と
を
、
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、
郵
政
民
営

化
の
と
き
の
よ
う
な
大
失
敗

を
何
と
し
て
で
も
、
止
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
過
去
に
は
カ
ナ
ダ
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
農
協
が
民
営

化
の
名
の
下
に
株
式
会
社
化

し
、
市
場
に
開
放
さ
れ
る
こ

と
で
海
外
投
資
家
の
餌
食
に

な
り
、
異
常
な
物
価
高
騰
な

ど
で
格
差
が
広
が
り
、
経
済

的
な
困
窮
か
ら
先
祖
伝
来
の

土
地
や
農
地
を
奪
わ
れ
る
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
。

▽
質
問

　
茨
城
県
農
協
で
「
農
家
の

声
を
農
協
に
届
け
ら
れ
な

い
」
を
理
由
に
役
員
の
集
団

辞
任
が
発
生
し
、
農
協
離
れ

な
ど
指
摘
さ
れ
た
が
、
み
な

み
信
州
農
協
で
は
ど
う
か
。

　
毎
年
、
地
区
協
議
会
と
集

落
懇
談
会
を
開
催
し
、
そ
の

年
の
事
業
報
告
と
翌
年
度
の

重
点
事
業
項
目
を
説
明
し
て

い
る
。
組
合
員
か
ら
の
意
見

や
要
望
を
集
約
し
、
そ
れ
を

基
に
事
業
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
農

協
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た

め
に
、
農
協
と
の
関
係
性
を

自
ら
考
え
る
こ
と
は
、
農
協

が
生
き
残
る
た
め
の
最
後
の

手
段
だ
と
思
っ
て
い
る
し
、

み
な
み
信
州
農
協
は
そ
の
取

り
組
み
に
努
め
て
お
り
、
期

待
を
持
っ
て
見
守
り
た
い
。

町
長

▽
質
問

　

現
在
の
農
林
水
産
大
臣

は
、
農
業
及
び
Ｊ
Ａ
を
民
営

化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が

ど
う
考
え
る
か
。

　

日
本
の
農
業
に
お
い
て
、

生
産
者
が
高
齢
化
し
、
数
が

減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
消

費
者
は
多
い
と
い
う
現
状
が

あ
る
。
特
に
田
舎
で
は
小
規

模
な
田
ん
ぼ
が
多
く
、
生
産

効
率
が
低
下
し
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
支
え
る
の
は
農
協

で
あ
り
、
利
益
を
生
産
者
に

還
元
す
る
仕
組
み
が
必
要
で

あ
る
が
、
米
の
価
格
高
騰
は

先
物
取
引
な
ど
の
影
響
を
受

け
て
お
り
、
農
協
の
役
割
や

流
通
の
構
造
に
疑
問
視
も
あ

る
。
国
が
備
蓄
米
を
直
接
小

売
り
に
出
す
こ
と
は
、
地
域

経
済
の
流
れ
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
生
産
者
と
消
費
者
を
直
接

つ
な
ぐ
仕
組
み
を
作
る
こ
と

で
、
利
益
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

町
長

外資は私も反対である

い
。行
政
は
、生
産
者
が
し
っ

か
り
収
入
を
得
ら
れ
る
農
業

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
、

農
協
と
も
協
力
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

▽
質
問

　
農
協
の
民
営
化
は
リ
ス
ク

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
一
番
の
リ
ス
ク
は
農
協
グ

ル
ー
プ
の
金
融
・
共
済
が
弱

体
化
し
た
と
き
に
、
他
社
に

流
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
そ
こ
に
外
資
を
入
れ
る
の

は
、
私
も
反
対
で
あ
る
。

町
長

齋
さい

 藤
とう

 　 天
ひろし

著者の久保⽥治⼰⽒が考える両社の違い

町長

「農協が日本人の“食と命”を守り続ける」より

委 員 会 から報告しますから報告します / 議会だより編集特別委員会

159号から活
かつやく

躍されている第３期モニター６名のみなさんが「議会だよりモニ
ター会議」に参加してくださいました。（１名欠席）
まず、資料をもとに「議会の役割」などについてふれたあと、令和３年４月発行の
147号と前号163号を照らし合わせて、モニターさんの提案などにより「議会だ
より たかもり」の編集が、どのように変わってきたのかを振り返りました。
会議中の意見交換でいただいた「モニターさんの生の声」の一部を掲載します。

☆・・・・・・・・モニターさんの生の声・・・・・・・・☆

いかがでしたか。みなさんも議会だよりについて
提案やご意見がありましたら、お近くの議員までおよせください。

◁
任
期　
令
和
８
年
３
月
ま
で

　
第
３
期
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
と

★十分見やすくなっていると思います。
線の太さや背景の濃淡などに、どのく
らいの時間格闘されたのかと思うと、
すごく時間がもったいないと思ってし
まう。そこに時間をかけるよりは、他
の仕事をしてもらった方がいいと思い
ます。

★枠に角がないので見やすく優しい感じ
になりました。吹き出しの文字がLINE
のような形なので、若い方やいろんな
人の目にパッと入りやすく見やすいと
思います。

★線が細くなったことで読みやすいなと
感じました。

★昔の文字数を考えれば、今の方が空間
をうまく使いながら、でも伝えたいこ
とは短く分かりやすく感じます。

★一般質問は題名を見ても、何について
言っているのか分かりにくいです。分
かりやすい題名にして、長くない文で、
箇条書きなど端的に質問と回答を書い
てある方が読みやすいと思います。

★経験上、相手に伝わる文章を作るとい
うことは簡単そうで非常に難しいで
す。長い文章をシンプルにするとなる
と、文字を選んだりするのでなかなか
奥が深いと、改めて感じました。

★内容や、ボリュームに関しては、議員
さんが伝えたいことであれば載せるべ
きだと思いますし、読む方としても自
分の興味のあるところをまず読んでい
けば、それが全員同じではないと思い
ます。

　第７回 議会だより  モニター会議  開催　 ５月15日
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１ 町ヘルススクリーニングを担
にな

うことに

(原 記）

厚生病院会議室で朔
さく

医院長はじめ病院役職員の皆さんと懇談しました。地域医療の課題と合わ
せて病院の事業概況について説明いただき、意見交換をしました。

２. 病院・診療所の連携の強化

近年、この地域の開業医の閉院もあって、この
病院のベッド利用率は94％となり、入院をお
断りしなければならないことがあるそうです。
高森町の集団健康スクリーニングをおこなっ
ている佐久市のＪＡ長野厚生連健康管理セン
ターのこの事業は、医師・看護師・運転手など
のスタッフ確保が難しいことなどから縮小す
ることになりました。
令和８年度からの高森町・豊丘村の集団検診
については、下伊那厚生病院が担うことにな
りました。
今年度の町のヘルススクリーニングは、病院
北隣の地域交流センターで、健康管理セン
ターがおこない、それを下伊那厚生病院が手
伝いながらノウハウを勉強することになって
いるとのことです。

⑴ 後藤医院との連携
　 在宅診療の連携をつくり患者登録を進めています。
⑵ 下伊那赤十字病院との連携
　 災害医療訓練実施に向けて、松川町の日赤での訓練 

の見学と防災対応研修をおこない「日赤の災害医療 
のノウハウ」を学びました。

　 机上での訓練から始めて、行政も巻き込んだ共同 
訓練の実施を目指しているとのことです。

わ た し も ひ と こ と
　
し
ご
と
未
来
フ
ェ
ア
を
通
し
て
地
域

の
職
業
の
種
類
や
各
職
業
の
仕
事
内
容

が
わ
か
り
ま
し
た
。
議
会
コ
ー
ナ
ー
で

は
町
政
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い

る
の
か
、
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
将
来
の
職
業
を
決
め
る
上
で
の
参
考

に
な
り
そ
う
で
す
。

生
徒
の
声

　
今
年
度
は
保
護
者
の
見
学
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
、
覗の
ぞ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
供
達
が
様
々
な
仕
事
に
触ふ

れ
、
地
元
の
企
業
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
体
験
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
地
域
に
更
に
愛
着
が
わ
き
、
将
来
の

選
択
肢
が
広
が
る
素
晴
ら
し
い
機
会
を

い
た
だ
け
て
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

保
護
者
の
声

中学２年生を対象にキャリア教育の一環として、地域のさまざまな企業や団体を知り、働く人たちが 
どんな想いで仕事をしているのかなどを学ぶことを目的として「しごと★未来フェア」が開催されました。

２回目の出展となる高森町議会は、生徒たちに
議会の役割や議員の仕事について、議会だより
などを使い説明を行いました。生徒たちからは

「予算はどのように決まるのか？」「議員のやり
がいは？」などの質問が出されました。
今回は保護者の皆さんにも参加が呼びかけら
れ、生徒と一緒に説明を聞く姿も見られました。
この「しごと★未来フェア」を通じて、議会を身
近に感じ、未来の大人が「議員」を職業選択のひ
とつとしてくれることを願います。

 （河合 記）

　▼その他 お気づきの点

№.163に寄せられたモニターさんの声

（小沢 記）

　▼委員会から報告します (24～27ページ) 

委 員 会 から報告しますから報告します / 総務⺠生委員会

　下伊那厚生病院との懇談　 ６月９日

委 員 会 から報告しますから報告します / 議会改革推進特別委員会

　第７回  「しごと★未来フェア」出展　５月23日

将来の働く姿を思いえがいた生徒と地域の企業・団体の皆さん

教育委員会提供

〇 委員会視察や懇談会の掲載は、活動の内容も分かりやすくのっており、
　 見やすいと思いました。
　
〇 議員さんの仕事内容が分かりやすく書かれているし、視察も多く行かれている

様で大変さが読み取れました。

「委員会から報告します」と「その他 お気づきの点」について
いただいたご意見の一部を紹介します。

全項目はまち
ホームページに
掲載しています

〇 今後も小学生にも興味持ってもらえる議会だよりの作成宜しくお願い致します。
　 自宅に小学生おりますが時間あればゲームばかりですので議会だより同級生みんな家で読ん

でいると話して興味持たす様にして行きたいです。
　
〇 議会だよりにしっかり目を通す様になり、町の事を以前より知ることが出来たと思います。
　 多くの町民のみなさんが読んでくれるとうれしいです。
　
〇（写真について）工夫していけば写真ＯＫな人、団体などあると思いますので、どうか人物
　 写真をがんばって掲載し続けてください。
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質問
リニアが開通すれば東京や名古屋まで20分から40分、山吹
団地・駒場団地2つの町営住宅を、町への移住・定住を促進
するための政策にしては。 【令和５年３月議会定例会】

答弁
住居環境は非常に整った場所にあるが、入浴施設とかもなく
老朽化が進んでいる状況ですが、団地の集約化による土地及
び管理の効率化とも合わせて、検討してまいりたい。
 【町長】

その後
町営住宅山吹団地については、令和5年度から県と県営住宅
協働建て替えに関する意見交換を始めています。令和7年度
に策定する立地適正化計画に基づき、山吹下河原地域へ居
住や都市機能を誘導する意味からも候補地であるため、今
後も継続して県との協議を進めていきます。

あれは今
 どうなってるの？

１年程前の一般質問で取り上げられた事柄の中で「検討したい」との答弁
だったものを取り上げ、その後の町の対応や、現在の状況を報告します。
議会だより164号では２件の追跡を掲載します。

山吹の町営住宅

（小川 記）

質問
「高森町の不登校を０にする」ための、学校や専門家の支援と
予算は。

【令和５年９月議会定例会】
答弁

町の状況なども踏まえて、臨床心理士を常駐させてほしいと
いう声も出ています。こうした現場の様々な声を聞きながら
今後、予算も検討してまいりたい。
 【教育長】

その後
健康福祉課には新しく「たかもりこども家庭センター」が設
置され専任の社会福祉士も配属されて、こどもの居場所づ
くりや相談などの体制づくりを整えております。今後も健
康福祉課や学校現場とも連携しながら、専門家の配置につ
いては検討していきます。

たかもりこども家庭センター
相談窓口のみなさん

　
地
方
議
員
で
活
動
し
て

い
る
中
で
、
議
案
や
政
策

な
ど
が
現
場
に
合
わ
な
い

感
じ
が
し
て
お
り
、
国
政

の
観
点
な
ど
を
知
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
森
町
で
は
竜
神
大

橋
・
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
三
遠
南
信
道
・

リ
ニ
ア
新
幹
線
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
事
業
と
も
関
わ
り

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
国
が
ど
の
よ
う
に
考

え
決
定
し
て
い
る
の
か
、

課
題
や
解
決
策
な
ど
の
検

討
も
で
き
れ
ば
と
思
い
今

回
の
学
習
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
主
催
の
「
責
任
あ
る
積

極
財
政
を
推
進
す
る
議
員

連
盟
」
は
、
積
極
的
な
財

政
出
動
に
よ
り
経
済
が
着

実
に
成
長
す
る
こ
と
で
、

国
民
生
活
の
豊
か
さ
と
税

収
の
増
加
に
よ
り
、
科
学

技
術
・
教
育
・
国
防
・
福

祉
国
家
の
強
化
発
展
を
な

し
と
げ
、
総
合
的
な
国
力

の
増
強
を
目
的
と
し
、
歴

史
に
学
び
、
積
極
的
な
財

政
政
策
の
必
要
性
を
共
有

し
、
諸
外
国
の
事
例
も
参

考
に
し
つ
つ
、
国
家
国
民

の
た
め
に
、
真
に
必
要
な

政
策
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
設
立
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
元
国
交
省
技

監
・
大
石
久
和
先
生
を
ま

ね
き
、
こ
れ
か
ら
全
国

的
に
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
・

河
川
・
上
下
水
道
な
ど

の
多
く
が
建
設
後
50
年
以

上
を
経
過
し
、
老
朽
化
水

準
が
高
く
な
る
。
し
か
し

１
９
７
０
年
以
降
、
建
設

国
債
が
80
％
も
減
少
し
財

源
が
な
く
、
現
在
の
緊

縮
財
政
派
の
多
い
国
政
で

は
、
地
方
へ
の
財
政
支
援

も
で
き
な
い
た
め
、「
荒

廃
す
る
日
本
」
が
く
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
、
さ
ら
に

Ｇ
７
と
の
イ
ン
フ
ラ
予
算

差
や
日
本
政
府
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
さ
を
強
調
し
た
。

　
加
え
て
日
本
国
憲
法
の

「
国
政
は
国
民
の
た
め
に

存
在
す
る
」
に
反
し
、
生

活
保
護
１
６
４
万
世
帯
に

増
加
と
指
摘
。
カ
ナ
ダ
経

済
学
は
「
日
本
国
民
の
貧

困
化
は
、
世
界
に
例
を
見

な
い
完
全
な
政
策
ミ
ス
に

よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
批

判
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
地
方
議
員
が
住
民
に

イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
な
ど

を
伝
え
、
し
っ
か
り
と
国

会
議
員
を
選
び
、
国
・
県

に
従
う
し
か
な
い
状
況
を

変
え
る
声
を
あ
げ
て
ほ
し

い
。
と
訴
え
た
。

　

令
和
７
年
度
の「
自
主

研
修
事
業
」を
利
用
し
て
、

４
月
21・22
日
に
、大
津
市
の

「
全
国
市
町
村
国
際
文
化

研
修
所
」に
行
っ
て
き
ま
し

た
。２
月
に
研
修
を
し
た

ば
か
り
で
し
た
が
、「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
行
政
」の
講
座
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、「
市
町

村
長
等
・
議
会
議
員
特
別

セ
ミ
ナ
︱
」で
、会
場
参
加

者
１
５
５
名・オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
者
50
名
。市
長
・
町

長・副
市
長・地
方
議
員
等
、

多
種
多
様
な
参
加
者
の
研

修
会
で
し
た
。４
つ
の
講
義

の
中
で
私
が
注
目
し
た
の

は
、国
際
大
学
グ
ロ
︱
バ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
︱
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
︱
⼭
口
真
一
⽒（
准
教

授
）の
お
話
で
し
た
。演
題

は「
偽・誤
情
報
問
題
～
そ

の
現
状
と
求
め
ら
れ
る
対

策
～ 

」で
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、①
兵
庫

県
の
齋
藤
知
事
、都
知
事

選
の
石
丸
候
補
の
選
挙
戦

術
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
選
挙
が

注
目
を
浴
び
た
。②「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、政
治
へ

の
関
心
を
高
め
裾
野
を
広

げ
た
」こ
と
。③「
既
得
権

益
と
闘
っ
て
い
る
」な
ど
の

「
正
義
と
悪
」の
よ
う
な

対
立
構
図
や
、「
怒
り
・
正

義
」な
ど
は
拡
散
し
や
す
い
。

④
明
ら
か
な
フ
ェ
イ
ク
情

報
だ
け
で
な
く
、真
偽
不

明
な
情
報
も
拡
散
さ
れ
る
。

な
ど
で
し
た
。ま
た
、フ
ェ

イ
ク
情
報（
偽
情
報
）に
つ

い
て
は
、①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
で
の
フ
ェ
イ
ク
情
報
が
、

平
和
を
脅
か
す
。②
国
内

で
も「
災
害
時
」「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
」「
政
治
」

な
ど
多
く
の
フ
ェ
イ
ク
情
報

（「
デ
マ
」や「
陰
謀
論
」）が

拡
散
し
て
い
る
。③
日
本

の
フ
ェ
イ
ク
情
報
に
対
す

る「
耐
性
」は
低
く
、「
事
実

確
認
を
し
な
い
人
」が
多
い
。

と
の
内
容
で
し
た
。

　
今
回
の
⼭
口
先
生
の
講

義
は「
選
挙
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」が

中
心
で
し
た
が
、今
ま
で
の

議
員
経
験
か
ら「
町
政
に

も
当
て
は
ま
る
内
容
」と
思

い
ま
し
た
。

　
町
政
に
お
い
て
も「
怒
り
」

「
正
義
と
悪
」な
ど
、行
政

と
住
民
の
対
立
構
図
を
主

張
し
て
い
て
は
、「
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
」は
出
来
ま

せ
ん
。

　
町
か
ら
は
、常
に
施
策
に

係
る
正
し
い
情
報
を
発
信

す
る
。そ
し
て
、そ
の
情
報

を
も
と
に
町
民
が
正
し
い

判
断
を
行
い
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
す
る
。こ
の
こ
と
で
、

初
め
て
施
策
の
効
果
が
上

が
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

責
任
あ
る
積
極
財
政
を
推
進
す
る
議
員
連
盟 

第
３３
回
勉
強
会

令
和
7
年
4
月
16
日
　
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
　
第
一
会
議
室

地
方
か
ら
日
本
を
輝
け
る
国
に
　
　
齋
藤
　
天

公
益
財
団
法
⼈ 

全
国
市
町
村
研
修
財
団 

市
町
村
⻑
等
・
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
︱

令
和
7
年
4
月
21
・
22
日 

全
国
市
町
村
国
債
⽂
化
研
修
所
︵
⼤
津
市
︶

　﹁
偽
・
誤
情
報
問
題
﹂の
講
義
か
ら
　
　
⽊
下
啓
爾

自
主
研
修
事
業 

報
告

全文は
こちら
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これまで議会運営に対しご理解・
ご協力頂き、また私を支えていた
だきました町民の皆様・議会の皆
様・役場職員の皆様には改めて感
謝申し上げます。また、視る・聴く・
応えるの下、議員活動をさせて頂
きました。ご指導・ご支援有難う
御座いました。

３期目は議長、監査員として町
の重要なポストに関わることが
できました。
公約の北小学校児童数減少問題
は、この地域の住宅計画など町、
山吹地域の賑わいや人口増加に
力を注ぎました。

「サッカー場と場外舟券売場を
考える会」「まちづくりを語る
会」に参画し、町民の声を一般
質問や請願で訴えて来ました。
語る会員から議員に立候補を決
意する人も現れ今後の活躍が期
待されます。

舟券売り場など多くの請願が出
されました。議会基本条例も出
来て町民との懇談会も行われ、
みなさまのご意見をいただき勉
強になりました。
舟券売り場の建設を止める事が
出来て良かったです。

議会基本条例が制定されまし
た。町民との対話を増やし、議
員間協議を活発に行う議会に。
柔軟に動ける議会の一歩を踏み
出しました。議会が変われば～
町も変わる。
４年間お世話になりました。

議会が女性にとって本当に働き
やすい環境か、疑問が残ります。
それでもこの４年間、無事に務
めを果たすことができたのは、
多くの皆さまのご理解とご支援
のおかげです。
心より感謝申し上げます。

緊張と不安の連続でした。
地域の道路穴や土手決壊の改善、
空き家対策、遊休農地対策、移住
者支援、教育関係など小さな一歩
ですが地域に貢献できました。お
世話になりましたみなさま、あり
がとうございました。

任期のほとんどをコロナ禍の中
で、町民の皆さまの支えとお声を
寄せていただき、一緒に模索を重
ねて来れました。様々な行事が戻
りつつある今しっかりと今後も皆
さまに寄り添って行きたいと思い
ます。ありがとうございました。

２期目の４年間で「議会改革」を
大きく前進させることが出来まし
た。１期目での課題「議会は何を
するべきか」を「議会基本条例の
制定」と「町民との懇談会の実現」
で、今後の議会の方向性が見えて
きたことが大きな成果でした。

故 佐々木昌議員は、１期４年の
任期中、一般質問を通して鳥獣
害対策に取り組み、シニア大学
では、講師を務めるなど町民の
ために尽力されました。
彼の議員活動は、私たちの模範
であり心に永遠に残ります。

ゼロカーボンにともなうデジタル
化により、パソコンはもちろんタ
ブレットの使用が必要になりま
した。幸いにも親切な先輩方や優
秀な同僚議員に助けられる今日。 
４年間支えていただいた地域の皆
さんに感謝。隣の席が唯々寂しい。

この４年間で、皆さまから、さ
まざまなご相談をいただきまし
た。その声を「どれだけ行政に
届け、お応えすることができた
だろうか」と振り返る日々です。
ご支援くださった全ての皆さま
に、心から感謝いたします。

コロナの影響で、いろんな活動が停
滞し始めました。町民の皆さんには、
大変ご不便をかけたのではないか
と思います。
後半2年は副議長としての役目を
担当し、町内だけでなく北部5町村
や広域連合議会の代表もさせても
らい充実した活動ができました。

私が提案したかわまちづくり「ＭＩＺＢ
Ｅステーション」が全国初、国交省
が認定。３年後の長野国体でカヌー
とビーチバレー会場にも決定。賑わ
いの場として着々と進行中です。４期
16年間「安心、安全で住みやすい町
づくり」に取り組んできました。支え
ていただいた皆様に感謝致します。

４ 年 間 を 振り返って
～任期満了を 迎えて一言～

令和3年7月30日～ 令和７年７月29日

岩
口 

友
雄

小
平 

一
博

木
下 

啓
爾

三
浦 

喜
久
夫

佐
々
木 

昌

小
沢 

恵
子

小
川
　
修

齋
藤
　
天

河
合 

隆
俊

本
島 

未
来

市
川 

信
幸

北
沢 

幸
保

大
島 

正
光

原
　
敏
明
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みんなの声
分からないこと

ばかりの農作業

牛牧   原
は ら

　政
ま さ

宏
ひ ろ

さん

子どもたちに感謝

山吹   原
は ら

　美
み

紀
き

さん
　
私
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
た
時
間
は
、私
を
大
き

く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
貴
重

な
時
間
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
中
は
寝
不
足
や
忙

し
さ
に
追
わ
れ
、子
ど
も
の

成
長
と
共
に
反
抗
期
や
進
路

の
悩
み
な
ど
大
変
な
事
も
多

く
あ
り
、完
璧
な
親・理
想
の

親
に
な
れ
ず
落
ち
込
ん
だ
事

も
あ
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
は
思
う
よ
う
に
い

か
な
い
こ
と
も
多
く
、忍
耐

力
や
柔
軟
性
が
必
要
で
す
。

　
５
年
前
に
高
校
教
員
を
定

年
退
職
し
、
現
在
は
市
内
の

高
校
で
非
常
勤
講
師
を
務
め

な
が
ら
農
業
に
携た
ず
さわ
っ
て
い

ま
す
。
現
役
の
頃
は
勤
務
の

都
合
上
、
草
刈
り
や
果
樹
の

収
穫
に
関
わ
っ
た
程
度
で
、

農
地
管
理
や
作
物
栽
培
に
つ

い
て
は
専
業
だ
っ
た
両
親
に

任
せ
き
り
の
状
態
で
し
た
。

　
一
昨
年
父
が
他
界
し
た
た

め
、
本
格
的
に
家
業
に
も
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
な
り
ま
し
た
。
専も
っ
ぱら

母
に
あ
れ
こ
れ
教
え
て
も
ら

私
は
子
ど
も
の
視
点
で
物
事

を
見
る
事
で
視
野
が
広
が
り
、

新
し
い
価
値
観
が
生
ま
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
は
2
人
の
娘
が
立
派
に

自
分
の
道
を
歩
み
、末
っ
子
は

進
路
を
考
え
る
真
っ
最
中
で

す
。あ
の
忙
し
く
賑に
ぎ

や
か
だ
っ

た
時
間
は
、私
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
学
び
の
時
間
だ
っ
た

と
、子
ど
も
た
ち
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
人
の

人
間
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
い
、共
に
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

い
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
農
業
の
中
心
は
リ
ン
ゴ
栽

培
で
す
が
、
消
毒
や
折
々
の

作
業
が
天
候
の
関
係
で
予
定

通
り
に
進
ま
ず
、
困
っ
た
こ

と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　
た
だ
折
に
触
れ
、
地
域
の

先
輩
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂ち
ょ
う
だ
い

戴
し
本
当
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
取
り
組
み
た

い
と
思
う
毎
日
で
す
。

　　表 紙 の 解 説

責任者／岩口友雄

　
今
号
は
議
員
の
任
期
満
了

に
あ
た
り
、
16
・
17
ペ
ー
ジ

に
各
議
員
の
コ
メ
ン
ト
を

掲
載
し
ま
し
た
。
８
冊
に
わ

た
っ
て
お
届
け
し
た
現
在
の

編
集
委
員
に
よ
る
作
成
も
、

こ
れ
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

　
わ
か
り
や
す
く
、「
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
1
冊
」
に
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
伝
え
る
責
任
と
向
き

合
っ
た
こ
の
２
年
間
。『
わ

た
し
も
ひ
と
こ
と
』
の
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
と
支
え
が
、
作
成
の
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
も
最
後
ま
で
目
を
通

し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
小
沢 

記
）

９月です

あなたも議会を
傍聴してみませんか？
次回の定例会は

場所 役場 3 階議場
詳しくは議会事務局へ
　　　　　☎35-9404

議　会
ホット情報便の

お知らせ

放送日：毎月第３
　土曜日〜１週間
  7：00   9：00
13：00 17：00
19：00

８月以降の担当者は
議員改選のため

未定です

　スマート農業が叫ばれて久しく、進む
機械化・デジタル化の波も押し寄せる中、
少しの雨や暑さにめげず慣

な
れぬ作業に勢

せい

をだす若者や、資材・肥料の高
こうとう

騰に伴
ともな

う
経営環境に苦しみながらも、収穫の時は
日焼けした顔が思わずほころぶ農家に、
計り知れない日本の底力を感じます。
　白

しらじら
々と明け行く朝、植えたばかりの⽥

に南アルプスが映
は

える風景を、いつまで
も観

み
ていられる高森町がいいなーと思う

この頃です。 （小川 記）
夜明けの早

さ な え だ
苗田


